
事業概要
（400字以内）

鴨川東岸線は，京都市内を南北に流れる鴨川の東岸において左京区の出町柳を起点，東山区の十条
通を終点とする延長６．５ｋｍの都市計画道路であり，４車線化による整備によって，交通ネットワークの充
実，歩行者・自転車交通空間の確保，ＪＲ横断部の交通容量不足の解消，ＪＲ桁下高の確保等を目的とし，
港や空港を持たない内陸都市である京都市における南北方向の主要な幹線道路である。
また，鴨川以東の南北道路で唯一，緊急輸送道路に指定されている東大路通の代替路としての役割も

果たすものであり，現在，出町柳から塩小路通間及び第１工区（中央橋から十条通）が完成（０．６ｋｍ）し
ている。
本事業は，未整備区間であった塩小路通から松風橋までの約１．３ｋｍうち，岸ノ上橋から中央橋までの

０．７ｋｍの区間において，現況道路のバイパスとして整備を行い，交差する九条通（九条跨線橋）と橋梁
形式による交差点を新たに構築し，交通の円滑化を図った。

事業規模

事業延長（㎞） 約０．７㎞

幅員（ｍ） 約２１．０～３０．６ｍ

事業期間（和暦） 平成９年度～令和２年度

事 業 費（億円） 約９６億円

ＵＲＬ https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000283867.html
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応募No. 10

事業主体 京都市 事業箇所 京都府京都市東山区

応募者名 京都市 建設局 道路建設部 道路建設課

ふ り が な
事業名称

としけいかくどうろ ３・３・１８４ごうかもがわとうがんせん（だい２こうく）せいびじぎょう

都市計画道路 ３・３・１８４号 鴨川東岸線（第２工区）整備事業

事 業 概 要
（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



事 業 位 置 図
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事業区間
L=0.7km

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



都市計画図(用途地域図)
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鴨川東岸線全図

路線全体の進捗状況
（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



平 面 図
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（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



縦断図・横断図
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縦 断 図
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横 断 図

一 般 部 橋 梁 部

九条通

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



7第 回全国街路事業コンクール応募資料 様式１34

写真②写真② 写真②

平成９年４月撮影 平成２５年４月撮影 令和３年３月撮影

写真①写真①写真①事 業 前 写 真 施 工 中 写 真 事 業 後 写 真

平成９年４月撮影 令和３年３月撮影令和３年２月撮影

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））
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写真④写真④ 写真④

平成９年４月撮影 令和元年７月撮影 令和３年３月撮影

写真③写真③写真③事 業 前 写 真 施 工 中 写 真 事 業 後 写 真

平成２５年４月撮影平成９年４月撮影 令和３年３月撮影

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



事業効果アピール資料
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事 業 前

事 業 後

【生活環境の向上】
通過交通がバイパスとして整備された鴨川東岸線を通

行することから，生活道路の交通量が減少し，安全性が
向上した。
また，慢性化していた渋滞が緩和され，バスの定時性

が確保された。

【事業前】

【事業後】

●バス停

●バス停

鴨川東岸線

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



事業効果アピール資料
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【渋滞の緩和】
鴨川東岸線の整備前は，市内中心部から鴨川東ＩＣを利用する車両が河原町通に集中していたこ

とから慢性的に渋滞が発生していた。しかし，鴨川東岸線の完成により九条跨線橋上に新たな交差
点ができたことから，九条通から鴨川東岸線を通り，鴨川東ＩＣにアクセスすることが可能となったた
め，交通が分散化され，河原町通の渋滞が緩和された。

十条通十条通

交通の集中

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



苦労や工夫等アピール資料

11第 回全国街路事業コンクール応募資料 様式１34

九条跨線橋は昭和１２年に架設され，昭和５０年頃まで京都市電も
供用していた。鴨川東岸線の整備に伴う橋梁形式交差点の構築に
あたり，接続部付近に下水道施設があるために新たな橋脚が設置
できないことや既設橋桁下の制約等，厳しい条件の中，老朽化対策
と同時に新たな橋梁の反力にも耐える構造とする必要があり，桁受
け台，補強コンクリート，補強杭等の補強工事を実施した。

九条跨線橋補強工事

【九条跨線補強工事】

【市電供用時】

【補強工事概要図】

九条跨線橋鴨川東岸線 鴨川東岸線

下水道施設

下水道施設
（雨水幹線）

下水道施設

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））



苦労や工夫等アピール資料
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地 元 説 明 会 の 開 催

完 成 予 想 図 の 掲 示

工事区間内の２町内会に
は各工事の着手前に幾度
も説明会を開催して情報の
共有化を図った。
また，工事中における地

元からの要望を事前に把握
することによって工事の円
滑化を図った。

地元説明会に出席できな
い道路利用者に対し，事業
の完成予想図を提示して工
事完成時には，九条跨線橋
と橋梁形式による交差点で
接続することを情報発信し，
事業のＰＲを行った。

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））
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橋梁上に交差点を作る珍しい構造として，「道路構造物ジャーナル」で紹介
されました。

受賞歴・報道資料
（京都市：鴨川東岸線（第２工区））
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受賞歴・報道資料

【開通記念式典（令和２年３月２７日）】

（京都市：鴨川東岸線（第２工区））
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